
旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　 2 月 18 日、JA 秋田おばこの平成 27 年度広域園
芸部会交流会が大仙市で開催され、アスパラガス
部門で小玉均さん（角館町川原寺前）が最優秀賞
を、ほうれんそう部門で佐藤信行さん（西木町上
桧木内）が優秀賞を受賞しました。また、しいた
け部門で農事組合法人ドリーム TAZAWAKO ファー
ム（田沢湖生保内）が、特別賞を受賞しました。

JA 秋田おばこ
広域園芸部会交流会で
市内生産者が入賞

し
い
た
け
部
門
で
特
別
賞
を
受
賞

し
た
農
事
組
合
法
人
ド
リ
ー
ム
Ｔ

Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
フ
ァ
ー
ム
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
。

歴
史
あ
る
雛
人
形
が
並
ぶ

　

角
館
町
の
「
角
館
雛
め
ぐ
り
」
が

町
内
の
観
光
施
設
な
ど
48
か
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
に
は
、
仙
北
市
商
工
会

角
館
本
所
「
か
つ
ら
ぎ
」
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
地

元
小
学
生
が
手
踊
り
を
披
露
し
た
ほ

か
、
来
場
者
に
餅
や
甘
酒
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
雛
め
ぐ
り
は
、
現
在
ま
で
伝

わ
っ
て
い
る
享
保
雛
や
古
今
雛
、
角

館
押
絵
や
土
人
形
な
ど
を
展
示
。
ス

　角館雛めぐりに町内賑わう

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ガ
イ
ド
付
き
の
ツ

ア
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
訪
問

者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

オープニングセレモニーでは、子どもたちの艶や
かな手踊りが披露され、賑わいをみせました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

安
心
で
き
る
心
の
居
場
所
を

　

２
月
29
日
、
心
の
居
場
所
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー
代
表
で
医
師
の
岩

室
紳
也
先
生
が
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
り
合
う
こ
と
で
育
む
心
の
健
康
に

つ
い
て
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
人
は
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
が
そ
の
人

の
心
の
居
場
所
に
な
る
。
今
こ
そ
一

人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
支
え
合
い
な

が
ら
生
き
て
行
こ
う
」
と
、
コ
ミ
ュ

　心の居場所づくりセミナー

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
、
関
係
性
づ
く
り
の

大
切
さ
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会場には約 80 人が集まり、岩室氏の話を熱心に
メモしたり、質問に答えたりしていました。

　オーライ！ニッポン会議と農林水産省で
は、都市と農山漁村との間の「人・もの・情報」
の往来（おうらい）を盛んにすることで、
日本全国が元気（All right）になることをめ
ざす国民運動「都市と農山漁村の共生・対流」
の優れた取り組みに対して表彰を行ってい
ます。このたび全国 184 件の応募の中から
仙北市農山村体験推進協議会が選出され「第
13 回オーライ！ニッポン大賞」を受賞しま
した。

仙北市農山村体験推進協議会が

オーライ！ニッポン大賞受賞
なろか

わら松明で害虫を追い払う

　2 月 22 日、中里賽之神堂
前（桧木内字中里）で行われ
た県指定無形民俗文化財の

「中里のカンデッコあげ」。
　カンデッコとは、朴の木で
作った小型の鍬とくるみの木
で作った男根を一対にしたも
ので、これを神木に投げかけ
ると願いが叶うといわれてい
ます。
　参加者は、神木である桂（市
指定天然記念物）に豊作や縁
結びなどの願いを込めて投げ
ました。

　2 月 22 日、生保内地区で小正月行
事「なろか」が行われました。
　「なろか、ならねか…」と唄いなが
ら、豊作を祈り火の付いた稲わらで、
田んぼの害虫を追い払う、古くから
の伝統行事です。

中
里
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ

神
木
へ
豊
作
や
縁
結
び
を
祈
る

仙北市
の冬
まつり

簡
単
そ
う
に
見
え
る
カ
ン
デ
ッ
コ

あ
げ
で
す
が
、
う
ま
く
枝
に
か
け

る
に
は
コ
ツ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

願
い
を
叶
え
る
た
め
、
次
々
と
カ

ン
デ
ッ
コ
が
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

前
広
場
に
は
、
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
り
、
お
焚
き

上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
小
玉
均
さ
ん
。

ほ
う
れ
ん
そ
う
部
門

で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
佐
藤
信
行
さ
ん
。

　3 月 3 日、仙北市子育て支援施設「さくラッコ」
に国際ソロプチミスト大曲（伊藤智子会長）から子
育ての役に立ててほしいと、絵本約 200 冊が寄贈さ
れました。国際ソロプチミストは、管理職や専門職
に就いている女性の国際ボランティア奉仕組織で、
昨年 5 月にも同施設にテーブルと椅子を寄贈いただ
きました。さくラッコの運営を行う子育てサポート

「はっぴい・マム」の茂木一代代表は「こんなにたく
さんの絵本をいただけてうれしい。前回いただいた
テーブルと椅子も大切に使わせてもらっています」
とお礼を述べました。

国際ソロプチミスト大曲が
絵本200 冊を寄贈

【仙北市農山村体験推進協議会】
平成 20 年に農山村を中心とする子ども交流の受け
入れ組織として設立。市内観光協会、行政、農協、
グリーンツーリズム受け入れ団体などで構成。

帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出

席
し
た
同
協
議
会
の
門
脇
富
士
美
会
長

（
右
）
と
田
口
久
義
副
会
長
（
左
）。

　

私
が
神
代
診
療
所
に
赴
任
し
て
、
早
く
も
14

年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
患
者
さ
ん
た
ち
と
、
病
気
の
悩
み
や

生
活
上
の
問
題
、
さ
ら
に
生
き
方
な
ど
も
含
め

て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
周
辺
の
医
療

機
関
、
介
護
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
も
様
々
な
や

り
取
り
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
、
仙
北
市
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
あ
ら
ゆ

る
地
域
が
、
少
子
高
齢
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
仙
北
市
が
町
村
合
併
し
て
10
年
余

り
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
合
併
前
の
３
町
村
の

綱
の
引
き
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
今
こ
そ
仙
北
市
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

市
立
病
院
が
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
ま
す

が
、
新
病
院
を
核
に
し
て
田
沢
湖
病
院
や
二
つ

の
診
療
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ

つ
協
力
し
て
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
う
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

 　

私
自
身
の
医
療
活
動
は
微
力
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
存
分
に
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
で
き
て
、
私
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
健
や
か
な
生
活
と
、
仙
北

市
の
発
展
と
充
実
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま

す
、  

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
１
日　

伊
藤
貞
男

神代診療所の
伊藤貞男先生が
退職のあいさつ

今月末でご勇退の伊藤貞男先生。

伊藤智子会長（右）から目録を受け取る茂木一代代表（左）。
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

第
11
回
仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
、
２

月
11
日
に
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

各
種
目
１
位
選
手
〈
敬
称
略
〉

【
ア
ル
ペ
ン
】 

▼
１
年
女
子
大
回
転
Ｂ 

吉

田
清 

▼
同
男
子 

佐
藤
丈 

▼
２
年
女
子
大

回
転
Ｂ 

佐
々
木
碧
波 

▼
同
男
子 

藤
川
桂

太 

▼
３
年
女
子
大
回
転
Ｂ 

田
中
結
衣 

▼

同
男
子 

藤
田
賢
生 

▼
４
年
女
子
大
回
転

Ａ 

髙
橋
あ
め
り 

▼
同
男
子 

田
口
天
太 

▼

５
年
女
子
大
回
転
Ａ 

佐
々
木
爽
楽 

▼
同

男
子 

田
中
恒
清 

▼
６
年
女
子
大
回
転
Ａ 

八
塚
晴
花 

▼
同
男
子 

齋
藤
千
輝 

▼
中
学

女
子
大
回
転
Ａ 

佐
藤
凜 

▼
同
男
子 

高
田

京
志
郎 

▼
一
般
男
子
Ａ 

齋
藤
千
歳 

▼
同

Ｂ 

藤
川
悟
志 

▼
同
Ｃ 

佐
々
木
逸
人 

▼
同

Ｄ 

大
山
忠
榮 

▼
一
般
女
子
Ｂ 

田
村
生
子 

▼
同
Ｃ 

佐
々
木
珠
代

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】 

▼
２
年
女
子
1.2
Ｋ 

木
元
陽
南
美 

▼
同
３
年
女
子 

佐
々
木
栞

奈 

▼
同
３
年
男
子 

藤
村
康
太 

▼
４
年
女

子
２
Ｋ 

荒
澤
愛
凛 

▼
同
４
年
男
子 

遠
藤

卓 

▼
同
５
年
女
子  

若
生
美
空 

▼
同
５
年

男
子 
鈴
木
勇
太
郎 

▼
同
６
年
男
子 

藤
川

空
宙 
▼
中
学
女
子
４
Ｋ 

熊
谷
瞳
瑠 

▼
同

男
子 

樋
口
優
輝 

▼
リ
レ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー 

生
保
内
中
（
大
澤
・
髙
橋
・
畠
山
）
▼
同

中
学
男
子 

神
代
中
Ａ
（
樋
口
・
佐
々
木
・

藤
本
） 

▼
同
小
学
女
子 
神
代
Ｘ
Ｃ 

Ｆ
（
樋

口
・
細
川
・
荒
澤
） 

▼
同
小
学
男
子 

神
代

Ｘ
Ｃ 

Ａ
（
布
谷
・
大
山
・
藤
川
）

入
学
シ
ー
ズ
ン
前
に
呼
び
か
け

　

仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
（
草
彅

良
子
会
長
）
の
会
員
が
２
月
22
日
か

ら
26
日
ま
で
、
４
月
か
ら
小
学
校
に

入
学
す
る
園
児
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
を
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚

園
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
模
型
を
使
い
、

横
断
歩
道
を
渡
る
際
は
通
行
車
両
を

よ
く
確
認
し
、
自
分
自
身
の
こ
と
を

周
り
に
知
ら
せ
る
た
め
必
ず
手
を
挙

げ
る
こ
と
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
の

た
め
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

　交通安全母の会が安全教室

　

こ
れ
か
ら
新
入
学
・
入
園
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
防

止
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

春から入学する園児たちに、わかりやすく交通安
全の大切さを教えます。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

地
場
食
材
の
利
用
拡
大
を

　

２
月
22
日
、
角
館
白
岩
地
区
の
花

園
小
麦
生
産
組
合
（
草
彅
晃
代
表
）

の
栽
培
小
麦「
ね
ば
り
ご
し
」を
使
っ

た
う
ど
ん
が
神
代
、
生
保
内
の
小
中

学
校
の
給
食
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
仙
北
市
食
育
推
進
会
議

の
事
業
の
一
環
で
、
地
産
地
消
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ね
ば
り
ご

し
う
ど
ん
は
、
通
常
の
う
ど
ん
よ
り

黒
っ
ぽ
く
、
強
い
コ
シ
が
特
徴
と
の

こ
と
。
今
回
は
「
煮
込
み
う
ど
ん
」

と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た

　ねばりごしうどんを給食で提供

ち
は
「
と
て
も
美
味
し
い
」「
ね
ば
り

ご
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

と
、
美
味
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

強いコシがねばりごしうどんの特徴。給食で美味
しく味わう生保内小学校の児童たち。

　（一社）秋田県サッカー協会は 2 月 13 日、
小・中・高校世代の各ベストイレブンを発
表し、仙北市から美郷 FC に所属する高橋翔
大くん（生保内小 6 年）が選出されました。 
　今年度の県の主な大会でも得点王になる
などの活躍を見せた高橋くんは「プロを目
指してこれからも頑張りたい」と話しまし
た。将来の明確な目標に期待が高まります。

サッカー U-12 
高橋翔大くんが

県ベストイレブンに！  

３
月
３
日
、
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
に
報
告
に

訪
れ
た
高
橋
翔
大
く
ん
。「
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
瞬

間
が
最
高
に
う
れ
し
い
」
と
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
を

話
し
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
練
習
を
積
ん
で
、

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

第11 回
仙北市民

スキー大会 

　

２
月
17
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
ク
リ
オ
ン
に
、
仙
北
市
内
の
医
師
・
歯

科
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
・
福
祉
・

介
護
の
専
門
職
が
集
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
在
宅
医
療
に
関
わ
る

多
職
種
の
専
門
職
の
連
携
を
目
的
に
、
仙

北
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
協
議
会

準
備
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
私
た
ち

が
生
活
し
て
い
く
中
で
「
医
療
」「
福
祉
」

「
介
護
」
が
関
わ
る
局
面
が
多
々
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
た
ち
が
「
ひ
と
り
」

を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
職
種
が
切

れ
目
な
く
連
携
す
る
こ
と
は
、
介
護
や
医

療
が
必
要
に
な
っ
て
も
生
活
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
に
繋
が
る
と
い
え
ま
す
。
今
回

の
研
修
で
は
、
医
療
と
福
祉
、
介
護
の
連

携
を
す
る
う
え
で
困
難
と
思
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
18
グ
ル
ー
プ
か
ら
活
発
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
内
医
療
・
福
祉
・
介
護
多
職
種
研
修
会

仙北市内の医療、福祉、介護の専門職の方々による
研修会。それぞれの立場から積極的な意見交換が行
われました。今後も研修会の開催を計画しています。

白寿を迎えられた福田マサノさん（前列中央）
とご家族の皆さん。これからも元気でお過ご
しください。

　白寿を迎えられた福田マサノ
さん（角館町川原町）に、2 月
22 日、仙北市からお祝いと花束
が贈呈されました。

白
寿
の

お
祝
い

おめでとうございます

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

２
月
23
日
、
神
代
中
学
校
で
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
誰
で
も
安

心
し
て
観
光
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
）

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
（
一
社
）
ネ
イ
バ
ー
ズ
サ

ポ
ー
ト
推
進
協
会
の
鴨
志
田
明
専
務

理
事
を
迎
え
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
す
る
お
話
や
ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
の
介
助
体
験
を
行
っ
た
ほ

か
、
Ａ
Ｎ
Ａ
客
室
セ
ン
タ
ー
の
熊
谷

未
央
氏
（
秋
田
県
出
身
）
が
、
Ｃ
Ａ

（
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
の
仕

　やさしいまちづくりセミナー

事
を
説
明
し
、
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

披
露
す
る
な
ど
、
生
徒
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

クイズコーナーでは生徒たちから元気な声と挙手
があり、CA の仕事に多くの質問がありました。

絵
画
の
魅
力
が
満
載

　

田
沢
湖
図
書
館
で
は
、
こ
の
た
び

河
正
雄
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
15

点
を
公
開
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
２
月
25
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
河
正

雄
氏
ご
夫
妻
、
呉
日
画
伯
の
妹
・
呉

信
子
さ
ん
を
迎
え
、
多
く
の
列
席
者

が
見
守
る
中
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

呉
日
絵
画
展
は
、
３
月
25
日
ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
開
館
時
間
は
、

休
館
日
を
除
い
て
午
前
９
時
か
ら
午

　田沢湖図書館で呉日絵画展

後
６
時
ま
で
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

（
上
段
）。
仙
北
市
へ
の
思
い
を
話
す
河
正
雄
氏
（
下

段
・
右
）。
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
（
下
段
・
左
）。
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